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２
月
７
日
〜
８
日
の
日

程
で
議
会
運
営
や
議
会
の

活
性
化
及
び
情
報
公
開
等

の
取
り
組
方
に
つ
い
て
、

大
分
県
宇
佐
市
並
び
に
中

津
市
議
会
の
状
況
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。
 

　
宇
佐
市
は
１７
年
３
月
に

３
市
町
で
合
併
し
、
人
口

６
万
２
２
７
４
人
。
議
員

定
数
３０
人
で
４
常
任
委
員

会
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

尚
、
議
会
運
営
委
員
会
は

９
人
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
政
務
調
査
は
月
額
２
万
円
で
年
度
当

初
に
一
括
交
付
さ
れ
る
が
、
年
末
に
収
支
報
告
書
に
よ
り
金
額
が

確
定
さ
れ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
「
議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
発
行
」「
議
会
活
性

化
対
策
の
調
査
、
研
究
」
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
た
。
 

　
中
津
市
は
、
１７
年
３
月
に
５
市
町
村
で
合
併
し
、
人
口
８
万
 

６
２
４
１
人
。
議
会
定
数
３０
人
で
、
４
常
任
委
員
会
で
構
成
さ
れ

（
１
年
交
替
）
と
な
っ
て
い
る
。
議
会
運
営
委
員
会
は
１０
人
で
運

営
さ
れ
て
い
る
。
政
務
調
査
費
は
年
間
６
万
円
で
あ
る
が
、
現
在

は
、
財
政
状
況
か
ら
当
分
の
間
凍
結
と
な
っ
て
い
る
。
議
会
の
活

性
化
、
情
報
公
開
の
取
り
く
み
に
つ
い
て
は
、「
行
財
政
改
革
特
別

委
員
会
」
な
ど
を
設
置
し
、
研
究
中
で
あ
る
。
研
修
し
た
２
市
と

も
市
を
中
心
と
し
た
合
併
で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
報
酬
は
、
合
志

市
と
比
較
し
て
も
高
く
、
運
営
に
つ
い
て
も
会
派
制
で
の
運
用
や

決
算
時
の
特
別
委
員
会
の
設
置
な
ど
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
 

国民健康保険条例 

一 般 質 問  一 般 質 問  

来
海
　
恵
子
 
議
員
 

池
永
　
幸
生
 
議
員
 

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
推
進
を
！
 

 池
永
　
開
設
か
ら
７
年
が
過
ぎ
た
ユ
ー
パ

レ
ス
は
、
総
額
36
億
円
を
費
や
し
た
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
修
理
費
等
出

費
も
か
さ
ん
で
く
る
中
に
、
昨
年
度
は
十

数
万
円
の
利
益
し
か
生
む
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
今
後
の
運
営
法
を
尋
ね
た
い
。
 

市
長
　
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
㈱
に

し
ご
う
し
で
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受

け
て
市
と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。
 

池
永
　
こ
れ
か
ら
当
施
設
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
で
、
負
の
財
産
に
な
り
、
税
の
つ

ぎ
込
み
と
い
う
悪
循
環
に
な
る
な
ら
売
却

も
一
つ
の
選
択
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

市
長
　
現
時
点
で
は
売
却
は
考
え
て
い
な

い
。
 

  池
永
　
人
の
や
る
気
、
能
力
の
推
進
に
は

ポ
ス
ト
や
肩
書
き
も
必
要
だ
。
市
は
余
り

に
も
女
性
管
理
職
へ
の
登
用
が
少
な
い
。

「
職
員
は
宝
で
あ
る
」
の
思
い
が
あ
る
な

ら
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

を
す
べ
き
だ
。
 

市
長
　
ご
指
摘
の
と
お
り
現
在
、
市
の
女

性
管
理
職
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
女
性
の
管
理

職
登
用
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ
り
一
足
飛
び

に
登
用
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後
人

材
育
成
を
図
り
、
女
性
管
理
職
の
登
用
に

努
め
て
い
き
た
い
。
 

管
理
職
へ
の
登
用
 

来
海
　
旧
合
志
町
で
は
地
元
で
取
れ
た
米

を
子
ど
も
た
ち
に
給
食
で
食
べ
て
も
ら
お

う
と
取
り
組
み
、
地
元
米
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

を
使
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
旧
西
合
志
町

で
は
県
が
推
奨
す
る
ブ
ラ
ン
ド
米
「
森
の

熊
さ
ん
」
を
給
食
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

「
森
の
く
ま
さ
ん
」
は
、
主
に
鹿
本
や
益

城
・
御
船
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
ざ
わ
ざ
余
所
の
米
を
使
わ
な
く
て
も
、

合
志
市
で
取
れ
た
米
を
合
志
市
の
水
で
調

理
し
て
食
べ
る
こ
と
が
一
番
安
心
で
安
全

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
「
地

元
の
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
る
米
を
作
っ
て

い
る
ん
だ
！
」
と
い
う
充
実
感
が
農
家
に

も
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
旧
西
合
志
町

の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
美
味
し
い
地
元
米

を
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
か
を
伺
い

ま
す
。 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
地
元
米
の
使
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
合
志
米
」
と
し
た

統
一
銘
柄
で
年
間
を
通
し
て
発
注
で
き
る

か
、
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
、

新
年
度
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
地
元
の

米
を
使
用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

  

来
海
　
現
在
、
Ｅ
Ｍ
菌
・
設
置
型
コ
ン
ポ

ス
ト
・
電
動
処
理
機
な
ど
で
生
ゴ
ミ
の
減

量
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
減
量

化
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
よ
り
何
よ
り
、

誰
で
も
簡
単
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

継
続
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
生

ゴ
ミ
が
減
れ
ば
、
新
年
度
予
算
で
計
上
し

て
あ
る
５
億
３
千
万
円
超
と
い
う
菊
池
環

境
保
全
組
合
へ
の
負
担
金
も
減
り
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
安
価
で
、
ア

パ
ー
ト
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
で
き
ま
す
。
１

つ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
１
年
間
に
約
２
０
０

キ
ロ
の
生
ゴ
ミ
が
削
減
さ
れ
ま
す
の
で
、

千
人
が
取
り
組
む
と
仮
定
す
る
と
２
０
０

ト
ン
の
生
ゴ
ミ
が
削
減
さ
れ
、
尚
か
つ
堆

肥
で
元
気
な
野
菜
が
で
き
、
循
環
型
社
会

が
実
現
し
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
を
利
用
し
た
生
ゴ
ミ
減
量
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
を
伺
い
ま
す
。 

市
民
部
長
　
悪
臭
も
出
ず
経
費
も
か
か
ら

ず
誰
で
も
取
り
組
め
、
最
良
の
方
法
と
期

待
し
て
い
ま

す
。
今
後
は

地
域
で
も
講

習
会
な
ど
を

開
催
し
な
が

ら
、
普
及
推

進
に
努
め
た

い
と
考
え
ま

す
。 

ダンボールコンポスト 

ユーパレス弁天 

大分県宇佐市議会運営委員会視察 
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実際保険料はどう変わるの！？ 

モデルケース 

改正前 

31万4,600円 36万8,300円 5万3,700円 

2万9,100円 

5万3,700円 UP

改正後 

改正前 

17万6,300円 20万5,400円 2万9,100円 UP

改正後 

加入40歳代夫婦・未成年子供2名の計4名 

これはモデルケースですので、実際の課税額は6月に届く納税通知書でご確認ください。 

課税所得は夫のみ200万円 

モデルケース 
加入63歳夫婦の計2名 
課税所得は夫年金のみ112万円（年金収入約200万円） 

議会修正案 可決！ 可決！ 
　医療費増大に伴う保険給付費の増額（約7,300万円）や特別会計基金減少等による負担増で生

じる歳入不足を補うために出された条例改正案は、あまりに性急すぎる大きな負担増という判断

から、委員会修正案が出され、可決されました。 


